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R.C.F.計算図表

例
以下の要領でRCF（相対的遠心強度）を
計算します。3,000回転/分に設定した
遠心分離器の中心から遠心するチューブ
までの半径が10 cmの場合、直定規の左端
を「回転半径」（A）10 cmに、右端を「回転
速度 ─  毎分回転数」（B）に当てます。
この時の（C）が、「相対的遠心強度」です。
この例では1,000 Gの値になります。

設定したい「相対的遠心強度」が決まって
いる場合は、直定規の左端を「回転半径」
（A）10 cmと「相対的遠心強度」（C）に
当てれば、「回転速度 ─ 毎分回転数」
（B）の値を求められます。
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「相対的遠心強度」計算の等式

R.C.F. ＝0.00001118 x r x N2

R.C.F. ＝相対的遠心強度（G： 重力）

r ＝チューブの底から遠心分離器の中心までの
距離（cm）

N ＝回転速度（毎分回転数）
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